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ネット依存症のチェックリスト
～お子様にあてはまるところはありませんか？～

□ケータイ・スマホの着信をいつも気にしている。

□他のことよりも、メールやSNSのチェックを優先する。

□何をする時でもケータイやスマホを手から離さない。

□ネット利用のせいで、約束や役割を忘れてしまう。

□家族や友達と過ごすことより、ネット利用を優先する。

□ネットの時間が長く、睡眠や学習がおろそかになり成績が下がる。

□ネットを使っているときに邪魔されると怒ったり、イライラしたりする。

□ネット利用の時間・内容を人にかくそうとする。

□料金や使用料などがだんだん増えている。

□ネット利用のルールを作っても、守れないことがある。

ご心配な点は、学校や下記の相談機関等にご相談ください。

大丈夫ですか？ネット依存症の入り口に足を
ふみ入れていませんか？

相談機関

■いじめ問題等の相談窓口
子どもや保護者からのいじめ問題等の相談を受け付けています。

○「２４時間子供ＳＯＳダイヤル」
０１２０－０－７８３１０
○福井県子どもの人権１１０番
０１２０－００７－１１０
■ネット依存等の相談窓口
〇ホッとサポートふくい（こころの相談）
０７７６－２６－４４００
〇福井県教育研究所教育相談部
０７７６ー５８－２１８０
〇福井県嶺南教育事務所指導相談課
０７７０－５６－１３１０

■不当請求や架空請求に関する相談窓口
〇福井県消費生活センター
０７７６－２２－１１０２
〇嶺南消費生活センター
０７７０－５２－７８３０
■福井少年サポートセンター
子どもや保護者が警察に相談する窓口です。

○ヤングテレホン
０１２０－７８３－２１４
０７７６－２４－４９７０

ネット依存は世界各国で増えています。しかし決定的
な治療法がなく、わが国でも専門医療機関はごくわず
かです。違法行為でないために軽視されがちですが、
子どもの発達には深刻な影響を与えます。
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●ゲームに夢中になって、
何を言ってもやめようと
しません。
（９歳男子の父親）

●ひんぱんに曲をダウンロード
している。料金が加算されてい
る自覚がない。
（１１歳女子の父親） ●フィルタリングをかけたけど、

みんなはしていないから、はず
してほしいと頼まれた。
（１２歳女子の母親）

●ケータイで誰と電話やメール
のやり取りをしているのか、わ
からず不安。
（１３歳男子の母親）

●お風呂の中にまで、スマホを
持ち込んで、着信を待っている。
（１４歳女子の父親）

おうちの方からは、お子様のネット利用について
こんな悩みが寄せられています。

●１日中、部屋にこもって通信
型ゲームに没頭するので、機器
を取り上げたら、暴れだし、暴
力をふるわれた。
（１５歳男子の母親）

ネットにのめり込んでいくお子様が
深刻なトラブルに巻きこまれています。

ゲーム・ＳＮＳ依存

ネットいじめ

自撮り画像・動画の流出

性や暴力表現などの
有害情報の視聴高額請求

ネットのトラブル



違法ダウンロード
＜著作権の侵害＞

違法サイトや違法ソフトと知り
ながらゲーム等をダウンロード
するのは重大な違法行為です。

悪ふざけ投稿
＜威力業務妨害＞

「注目を浴びたい」という理由
でＳＮＳを使った不適切な写真
の投稿が目立っています。軽は
ずみな行為で、人生を台無しに
してしまいます。

悪口の書き込み
＜名誉棄損・侮辱罪＞

軽い気持ちで書き込んだ言葉も、
相手をひどく傷つけてしまう場
合があります。

犯行予告
＜脅迫罪＞

「みんなが慌てるのを見たい」
という理由で犯行予告を掲示板
などに書き込む事例が増えてい
ます。大事件に発展する恐れが
あります。

ネット犯罪

お子様が被害者だけでなく、
加害者になってしまう事例も起きています。

普段から、おうちの方が日常のマナーや社会のルールを
守ることの大切さをお子様に伝えることが重要です。
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40.3%

49.4%

64.0%

62.0%

中学３年生

中学２年生

中学１年生

小学校高学年

ルールを作った後の
「見守り」と「見直し」が大切です。

「あなたの家ではインターネットを利用するときのルールがありますか？」
の質問に「ある」と答えた割合

平成28年度 家庭教育に関する調査（福井県）

ご家庭のルールの具体例

適正な使用時間や
時間帯を決める。

保護者の目の届く
所で利用する。

名前・写真・学校名な
どは書き込まない。

ルールが守られな
かったときにどうす
るかも決めておく。

小５～中３
保 護 者

64.6％

意
識
の

ズ
レ

作ったはずのルールが
学年が上がるにつれて意
識されなくなっています。

ネット依存はご家庭での工夫次第で予防できます。依存に陥ること
を避けるため、ご家庭でネットを利用するときは、お子様だけでな
く家族全員でルールを作り、皆で守ることの徹底を図りましょう。
「自分のうちだけ･･･」にならないように、保護者同士の連携も大
変、効果的です。

ルールを作っただけになっていませんか？
おうちの方とお子様の意識に差があります。
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「フィルタリング」と「ペアレンタルコントロール」

※設定方法はメーカーのホームページで紹介されています。
おうちの方のお考えに合わせて設定することができます。

有害サイトへの接続を防ぎま
す。電話回線、無線LAN、ア
プリそれぞれにフィルタリン
グが必要です。

その通信機器自体にある機能で、
使用時間や機能を制限できます。

フィルタリング

ペアレンタルコントロール

作成 福井県教育庁義務教育課
協力 福井県ＰＴＡ連合会

福井大学子どもの
こころの発達研究センター

発行 平成28年12月

問い合わせ先 福井県教育庁義務教育課
〒910-8580
福井県福井市大手3丁目17番1号
TEL.0776-20-0574 
FAX.0776-20-0671

お子様のネット依存症の予防策として、以下のことが挙げられます。

普段からお子様の様子に気を配り、学校での出来事や関心を持ってい
ることなどを話題に、ご家庭での会話を大切にしましょう。

①ほかの人との会話や遊びを大切にする。

②週に一度はネット利用をしない日を設ける。

③ネット以外に熱中できるスポーツや文化活動を見つける。

④ネット利用の危険性について正しい情報を得る。

⑤お子様がまねをしないように、

おうちの方が健全なネット利用の見本となる。
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